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　太子みそは住民主体の団体（たいし聖徳市実行委員会　特産品開発チーム）に
よって製造、販売していましたが、メンバーの高齢化と活動の場所に関する問題
のため、令和３年３月に解散しており、現在太子みその製造、販売は行っていま
せん。
　現在は、太子町観光・まちづくり協会が「みそ作り体験」として作り手を増やす取
組みを行っています。

観光産業課

頂いたご意見等の概要 回　答　内　容 担当部署

　大阪ガスへ問合せを行ったところ、町の現状として、柏原駒ヶ谷線（27号線）及
び美原太子線（32号線）の富田林市との境界の一部地域で高圧の都市ガスのガ
ス管が通っている地域があり、そこから聖和台地域へ都市ガスを供給することは
可能ですが、工事等を含め数億円の費用負担がかかるため、個人宅への供給
は、現実的ではないとのことでした。
　また、現在、聖和台地域は、エネワークのガス管を利用し、プロパンの集中供給
を行っており、自治会として要望があれば、集中供給から都市ガスへの移行は可
能ですが、ガス供給について行政の関与はなく、大阪ガスと聖和台自治会との協
議となるため、地域住民の意向確認が必要となります。

　「畑・山田役場線」のダイヤ改正については、令和４年９月、10月にも同様のご
要望についてのご回答させて頂いておりますとおり、現行のダイヤは、「総合福祉
センター役場線」も含めて、運行開始からの利用状況やマイクロバス１台による運
行を踏まえ、より多くの利用者にとって利便性の向上が図れるよう編成を行ったと
ころです。
　ご要望の時間帯における運行については、乗車実績による利用状況の見極め
や公共交通に関する住民アンケートの実施を考えており、これらを踏まえダイヤ
編成を検討をします。

プロパンガスを都市ガスへ変更できないか。

いつもコミュニティバスを利用し受診している
が、９時の診察後９時35分発のバスに間に合わ
ず、次は12時28分となり、長い時間待つことに
なり帰れないので、10時台か11時台に１回運行
をしてほしい。

秘書政策課

秘書政策課

立ち上げを予定しているカフェの物販で「太子み
そ」を扱いたいので、「太子みそ」の販売を再開
してほしい。また、作り手を増やしておいしい「太
子みそ」を世に出してほしい。
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　保育需要にできる限りお応えするため、入所申込みの際には、４月の一斉入
所、年度途中入所に関わらず複数の保育所の希望を出して頂くよう窓口でご案内
しています。
　近年、４月の一斉入所では、調整を行ったうえで待機児童は発生しておりませ
ん。一方で、年度途中入所については、４月の入所状況によりその後の受入れ可
能人数は毎年変動します。そのため、入所を希望される時期、または、地域にお
ける子どもの数の差などの理由からご希望されるお近くの保育所に入所できない
場合があります。特に、保育士の配置基準の関係で３歳児以上に比べて低年齢
児は入所しにくい状況になっています。
　本町としましては、できる限り利用者のご意向に添えるよう対応してまいりたいと
考えておりますが、施設ごとの希望者数に偏りがある場合には、町全体の保育需
要と供給のバランスを調整したうえで入所決定を行いますのでご理解をお願いし
ます。

聖和台第４公園利用者が前面道路の曲がり角
に駐車しており付近の迷惑となっているので対
処してほしい。
　また、松の木保育園への送迎や通り抜けのた
め、スピードを落とさず春日丘住宅地内を通行
するので、大変危険なため対処してほしい。

太子町は、三世代同居・近居支援補助をしてい
るにも関わらず、若い世代が引っ越してきても中
途入園ならば、ほぼ保育園に入れず待機児童
になる可能性が大きいと言われた。
　ローンのある若い世代の共働き夫婦にとって、
子どもが保育園に入れないのは死活問題なの
で、若い世代が住みやすい太子町となるよう
に、待機児童のない町にしてほしい。

秘書政策課

自治防災課

維新プレス新春号に、「太子町・太子町議会実
現したこと・これからの取り組みについて」運送
業者への給付金、介護保険事業所への支援金
について記載されていたが、町民、国民全てが
燃料高騰・物価高騰に影響を受けている現状
で、一部の事業者のみに税金を使うのではな
く、町民全てが納得する税金の使い方を町議会
で議論してほしい。

　運送事業者への給付金及び介護保険施設への給付金などの事業は、太子町
の取組みの一部であり、本町では、令和２年度～令和４年度にかけて、新型コロ
ナウイルス感染症及び燃料価格高騰・物価高騰対策として、町民の皆さまの生活
支援や、事業者支援、農業者支援等を目的とした約70事業にわたる様々な支援
事業を、町議会とも議論を重ねながら実施してきました。
　今後も引き続き、本町の実情に応じた事業状況を、迅速かつ適切に実施しま
す。

　聖和台第４公園の前面道路は、利用者の迷惑駐車があり、町も広報紙や個別
受信機にて啓発しています。「駐車禁止」とすることは難しいことから、長時間の
駐車や車庫出入りなどで通行などに支障がある場合は、富田林警察にご連絡頂
き、交通指導をご依頼願います。
　また、春日丘住宅地内を通行する車両のスピードを抑制するため、既に交差点
マークや啓発看板等を設置しておりますが、警察によるスピード取締りも難しいこ
とから、更に「速度落せ」などの路面標示の設置などの対策を検討します。

子育て支援課
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子育て支援課

他市から太子町へ転入し、シングルマザーのた
め、母の手助けを受けながら２人の子どもの子
育てをしているが、今年の６月に母が２週間程
度不在予定であり、その期間の子どもの送迎に
関し苦慮している。
　ファミリーサポートなど、誰かの支援を受けな
ければ仕事に支障を来すこととなるので、役場
へ相談に行ったが、現時点で受けられる支援が
見つからず、代替案もなく、この町での子育てに
不安を募らせている。近隣の自治体へ委託も一
つの案として、急用時の何かしらの預かり制度
を検討してほしい。

　ファミリーサポート事業は提供会員の確保及び運営など、実施には多くの課題
があり、創設には至っておりません。
　また、事業内容が地域内での相互援助が基本となっていることから、他市町村
への委託は困難と考えます。そのため、児童の送迎や短時間の預かりなどのご
相談については、民間事業者やＮＰＯ法人が行っているベビーシッターなど、保護
者の希望に合ったサービスを提供している事業所をご利用頂くよう案内していま
す。
　今後も保護者の方のニーズ把握に努めながら、町にあった子育て支援策につ
いて検討を行います。

自治防災課

自治防災課

平和町設置の押しボタン信号が、側道からだと
登り坂になる。また、幹線道路の車が見えにくい
ため、交通安全上“感応押しボタン”にしてほし
い。

　国道166号と平和町の交差点は、国道に車両用の信号機と国道を横断する歩
行者のために押しボタン式信号機が設置されています。
　しかし、車両が春日方面から国道へ進入する際は、東西方向に信号機がなく、
登り坂で見通しもよくないので、カーブミラーは設置しておりますが、通行に注意を
要する交差点となっております。
　このような交差点を改良するのは困難と思われますので、東西方向に信号機を
新たに設置して通行を改善する方法が有効と考えられます。信号機は、警察にて
検討し設置することとなりますので、富田林警察に要望してまいります。

帰宅時、松の木保育園の前の道を東に入り、川
を渡りますが、この橋の辺りが非常に暗いた
め、防犯灯を追加してほしい。

　橋の手前は町道ですが、電柱もなく道も狭いので支柱を建てることも困難です
ので、防犯灯を追加で設置するのは難しい状態です。
　橋の手前の防犯灯が埃など被っていて、暗いので器具交換等整備をさせて頂き
ます。点灯後、暗さは改善されると思いますので、ご理解の程よろしくお願いしま
す。


